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今月の主な内容

■国文祭の記録 Ｐ２
■平成24年度 町立保育所入所申込を受付 Ｐ６
■師走のお楽しみ会 Ｐ８
■年末年始の燃えるゴミ収集日程 Ｐ８

満天の星空の下で
国文祭企画のひとつとして、11月5日土に離宮八幡
宮と大山崎ふるさとセンターで開催した宵茶会。離
宮八幡宮では、京都造形芸術大学の皆さんが作った
『宇宙』をテーマにした部屋で、茶会を催しました。
外はあいにくの雨模様でしたが、部屋の中は満天の
星空。暗闇の中、手元だけが照らされ幻想的な雰囲
気が漂っていました。
【2～ 5ページに関連記事掲載】

年末年始の燃えるゴミ収集日程
収集日程 収集内容

年  

末

12月27日㊋まで 平常どおり
12月29日㊍ 燃えるゴミのみ特別収集（⺼㊍収集地域）
12月30日㊎ 燃えるゴミのみ特別収集（㊋㊎収集地域）

年  

始
１月１日㊐～４日氺 収集はありません
１月５日㊍から 平常どおり
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国文祭の記録
第26回国民文化祭・京都2011。大山崎町では11月３日祝～６日日にイベントを開催。

今まで大山崎町を知らなかった方、何度も観光に来ている方。
さまざまな方が、４日間の催しに訪れました。

遠くは広島、東京そして北海道から。
のべ3,500人の方々に大山崎町のおもてなしを楽しんでいただきました。

会場別来場者数
会　　場 人　数

離宮八幡宮 1,600人

大山崎ふるさとセンター 900人

宝積寺 600人

アサヒビール大山崎山荘美術館 400人

合　　計 3,500人

※写真は「山崎水神」
　京都造形芸術大学の皆さんが離宮八幡宮に作った
　龍のねぶたです
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①皆さんをおもてなしする、武将や姫たちも茶会に
出席。一緒にお茶の時間を楽しんだ方はラッキーだ
ったかも。　②実はお茶菓子は会場ごとに違うもの
が用意してありました。場所や日を変えると、趣の
違うお茶が味わえる心遣い。気づいた方はいらっし
ゃったでしょうか。　③アサヒビール大山崎山荘美
術館の庭で行われた、西乙訓高校の茶道部による野
点。本格的なお手前に、来場者の方も驚いていまし
た。　④国文祭のPR隊長、まゆまろも応援に駆け
つけてくれました。

⑤駅前で姫がおもてなし。たくさんの人が姫や武将に
感動し、記念撮影を求めていました。　⑥子ども茶会
のようす。先生の教えを守り飾りつけの説明も自分た
ちの言葉で伝えていました。一生懸命さに周りのみん
なも笑顔がこぼれます。　⑦離宮八幡宮の茶会。町
商工会女性部が、こだわりのお茶席を提供しました。 
⑧宝積寺で皆さんをもてなしていたのが、太閤・秀吉。
鮮やかな着物を身にまとい、皆さんに閻

 え ん ま ど う

魔堂など大山
崎町のさまざまな観光名所を案内していました。　⑨
秀吉とともに、宝積寺で皆さんを迎えたのが千利休。
利休自ら茶をたて、もてなしをしました。

こ
ん
な
に
凝
っ

た
茶
会
だ
と
は
思

わ
な
か
っ
た
の

で
、
胸
が
と
き
め

き
ま
し
た
。
ど
こ

の
町
に
も
負
け
な

い
イ
ベ
ン
ト
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

感
動
し
て
い
ま
す
。
歴
史
資
料
館
に
も
入

っ
て
、
大
山
崎
の
歴
史
を
も
っ
と
い
ろ
い

ろ
な
人
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま

し
た
。

お
茶
を
飲
む
の

が
好
き
な
の
で
、

月
に
一
度
役
場
で

や
っ
て
い
た
茶
会

に
も
夫
婦
で
行
っ

て
い
ま
し
た
。
今

回
は
よ
り
一
層
本
格
的
で
、
い
つ
も
と
違

う
し
つ
ら
え
に
驚
き
ま
し
た
。継
続
し
て
、

こ
う
い
っ
た
茶
会
が
あ
る
と
嬉
し
い
で
す

ね
。山

荘
美
術
館
の

茶
会
は
、
開
放
的

で
過
ご
し
や
す
か

っ
た
で
す
。
大
山

崎
に
は
観
光
で
来

た
こ
と
が
あ
る
の

で
す
が
、
国
宝
の
茶
室
が
あ
る
の
を
初
め

て
知
り
、
も
っ
と
Ｐ
Ｒ
す
れ
ば
何
度
も
来

た
く
な
る
よ
う
な
素
敵
な
町
に
な
れ
る
の

で
は
な
い
か
な
と
思
い
ま
し
た
。

高
校
生
の
皆
さ

ん
が
綺
麗
に
お
茶

を
た
て
て
く
れ
る

の
に
、
感
心
し
ま

し
た
。
子
ど
も
茶

会
で
、
お
子
さ
ん

が
先
生
の
言
う
と
お
り
に
一
つ
ひ
と
つ
の

動
作
を
丁
寧
に
ま
ね
す
る
の
が
、
か
わ
い

か
っ
た
で
す
。
と
て
も
素
直
な
お
茶
で
、

や
さ
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

雨
が
降
っ
て
い

た
の
は
残
念
だ
っ

た
け
れ
ど
、
地
面

か
ら
う
ね
り
出
て

く
る
よ
う
な
龍
の

ね
ぶ
た
は
迫
力
が

あ
っ
て
よ
か
っ
た
し
、
ほ
お
ず
き
の
オ
レ

ン
ジ
色
の
灯あ
か

り
も
雰
囲
気
が
あ
っ
て
よ
か

っ
た
。
昨
年
の
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
も
す
ご
い

と
感
じ
た
け
れ
ど
、
今
回
も
と
て
も
楽
し

か
っ
た
。

他
市
町
村
で
も

茶
会
は
た
く
さ
ん

し
て
い
ま
し
た

が
、
戦
国
時
代
の

武
将
や
姫
が
迎
え

て
く
れ
る
と
い
う

の
に
、
ほ
か
の
と
こ
ろ
に
は
な
い
面
白
さ

を
感
じ
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
武
将
や
姫

が
い
て
、茶
室
が
あ
っ
て
。い
か
に
も『
和
』

と
い
う
空
間
が
よ
か
っ
た
で
す
。

町内に在住の
山本さんと山田さん

町内に在住の
小林さん夫婦

京都市、城陽市に在住の
大井さんと覚幸さん

関東に在住の
母娘

町内に在住の
井尻さんと池田さん

亀岡市に在住の
上田さん

来場者インタビュー

①

③

④

②⑤⑥

⑦⑧⑨
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▼
入
所
申
込
書
の
配
布

12
月
１
日
㊍
か
ら
福
祉
課
児
童
福
祉
係
︵
役
場
１
階

５
番
窓
口
︶、
お
よ
び
各
保
育
所
で
配
布
し
ま
す
。

▼
受
付
期
間

平
成
24
年
１
月
10
日
㊋
・
11
日
氺

○
午
前
９
時
～
正
午

○
午
後
１
時
～
４
時

○
午
後
５
時
～
７
時

※ 

期
間
内
の
申
込
み
で
あ
れ
ば
、
申
込
順
序
は
入
所

審
査
に
影
響
し
ま
せ
ん

▼
受
付
場
所

役
場
１
階
第
１
会
議
室

※ 

郵
送
不
可
。
受
付
時
に
必
要
事
項
の
聴
取
を
行
い

ま
す
の
で
、
質
問
に
責
任
を
持
っ
て
答
え
ら
れ
る

方
が
申
込
書
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い

▼
入
所
の
可
否

後
日
、
各
家
庭
に
文
書
で
通
知
し
ま
す
。

保
育
所
入
所
の
条
件

▼
入
所
の
条
件

平
成
23
年
10
月
１
日
以
前
生
ま
れ
︵
平
成
24
年
４
月

１
日
現
在
、
生
後
６
カ
月
以
上
︶
か
ら
小
学
校
就
学

前
の
乳
幼
児
で
、
保
護
者
と
と
も
に
大
山
崎
町
に
住

所
を
有
し
、
住
民
登
録
ま
た
は
外
国
人
登
録
を
し
て

い
る
こ
と
。
ま
た
、
保
護
者
︵
同
居
の
65
歳
未
満
の

祖
父
母
な
ど
を
含
む
︶
の
い
ず
れ
も
が
、
次
の
①
～

⑦
の
要
件
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
。

① 

昼
間
、家
庭
の
外
で
働
い
て
い
る
⋮
居
宅
外
労
働

② 

昼
間
、
家
庭
内
で
家
事
以
外
の
仕
事
を
し
て
い
る

⋮
居
宅
内
労
働

③ 

母
親
が
妊
娠
中
で
あ
る
、
あ
る
い
は
出
産
後
間
が

な
い
状
態
で
あ
る
⋮
産
前
産
後

Ｑ
１　

 

ど
の
よ
う
に
入
所
者
を

選
考
す
る
の
で
す
か
？

申
込
受
付
時
に
家
庭
状
況
の
聴
取
を
し
ま
す
。
そ
れ
を
基

に
審
査
を
行
い
、『
保
育
に
欠
け
る
』
程
度
の
高
い
児
童

か
ら
入
所
を
決
定
し
ま
す
。

Ｑ
２　

 

求
職
活
動
中
で
も

入
所
で
き
ま
す
か
？

求
職
活
動
中
は
『
保
育
に
欠
け
る
』
状
態
に
準
じ
る
と
認

め
ら
れ
る
た
め
、
入
所
申
込
み
が
可
能
で
す
。
た
だ
し
、

一
定
期
間
︵
３
カ
月
程
度
︶
後
に
就
職
を
し
て
い
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。そ
の
時
点
で
就
職
で
き
て
い
な
い
場
合
は
、

家
庭
で
の
保
育
が
可
能
で
あ
る
た
め
、
退
所
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。

町
立
保
育
所
で
は
、
両
親
が
と
も
に
仕
事
を
し
て
い
る
な
ど
、
家
庭
で
保
育
で
き
な

い
児
童
を
お
預
か
り
し
て
い
ま
す
。
平
成
24
年
４
月
か
ら
町
立
保
育
所
へ
の
新
規
入

所
を
希
望
す
る
方
は
、
次
の
要
領
で
申
込
み
く
だ
さ
い
。

※
平
成
23
年
度
中
に
待
機
児
童
に
な
っ
て
い
る
方
も
申
込
み
が
必
要
で
す

※ 

申
込
み
多
数
の
場
合
は
希
望
の
保
育
所
に
入
所
で
き
な
い
こ
と
や
待
機
と
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す

 

問
＝
福
祉
課
児
童
福
祉
係
　
☎
９
５
６

－

２
１
０
１
︵
内
１
５
９
︶

平
成
24
年
度 

町
立
保
育
所
入
所
申
込
を
受
付

④ 

病
気
や
け
が
の
状
態
で
あ
る
、
ま
た
は
心
身
に
障

害
が
あ
る
⋮
疾
病
・
負
傷
・
障
害

⑤ 

病
人
や
け
が
人
あ
る
い
は
心
身
に
障
害
の
あ
る
人

の
介
護
、看
護
を
行
っ
て
い
る
⋮
介
護
・
看
護

⑥ 

火
災
、
風
水
害
、
地
震
に
よ
り
住
居
を
破
損
ま
た

は
喪
失
し
、
そ
の
復
旧
に
あ
た
っ
て
い
る
⋮
災
害

罹
災

⑦ 

町
長
が
認
め
る
①
～
⑥
の
要
件
に
類
す
る
状
態
で

あ
る
⋮
そ
の
他

※ 

入
所
決
定
後
に
変
更
が
あ
り
、
入
所
要
件
に
該
当

し
な
く
な
っ
た
場
合
は
、
入
所
決
定
取
り
消
し
や

退
所
と
な
り
ま
す

大
山
崎
町
立

保
育
所
に
つ
い
て

▼
名
称
・
所
在
地
・
電
話
番
号

○
大
山
崎
町
保
育
所

　
字
大
山
崎
小
字
堀
尻
15
番
地

　
☎
９
５
６

－

３
３
９
７

○
第
２
保
育
所

　
字
円
明
寺
小
字
鳥
居
前
17
番
地

　
☎
９
５
７

－

１
１
２
０

○
第
３
保
育
所

　
字
円
明
寺
小
字
松
田
45
番
地

　
☎
９
５
７

－
６
０
９
１

▼
保
育
時
間

平
日
　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

圡
　
　
午
前
８
時
30
分
～
正
午

※ 

時
間
外
保
育
は
平
日
、
圡
と
も
午
前
７
時
～
午
後

７
時

▼
定
員

大
山
崎
町
保
育
所
　
１
２
０
人

第
２
保
育
所
　
　
　
１
０
０
人

第
３
保
育
所
　
　
　
90
人

※ 

保
育
所
入
所
の
総
定
員
で
す
。
今
回
の
入
所
申
込

み
で
入
所
で
き
る
人
数
で
は
あ
り
ま
せ
ん

▼
保
育
料

大
山
崎
町
保
育
料
徴
収
金
基
準
額
表
に
保
護
者
の
所

得
税
額
を
当
て
は
め
て
決
定
し
ま
す
。
両
親
に
平
成

23
年
分
所
得
税
が
課
税
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
合
算

し
た
所
得
税
額
で
算
定
。
ま
た
、
両
親
以
外
が
生
計

中
心
者
で
あ
る
場
合
は
そ
の
方
の
所
得
税
額
な
ど
で

算
定
し
ま
す
。

※
時
間
外
保
育
料
は
別
途
算
定
し
ま
す

▼
送
迎

保
護
者
に
よ
る

※ 

各
保
育
所
は
駐
車
場
が
少
な
い
た
め
、
自
動
車
で

の
送
迎
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

継
続
入
所
を

希
望
す
る
方
は

現
在
、
保
育
所
に
入
所
し
て
い
る
児
童
の
来
年
度
の

継
続
入
所
を
希
望
す
る
方
は
、﹁
保
育
の
実
施
継
続

確
認
書
︵
保
育
所
か
ら
お
渡
し
し
ま
す
︶﹂
に
必
要

書
類
を
添
付
の
う
え
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
提
出

期
間
な
ど
は
保
育
所
を
通
じ
て
ご
連
絡
し
ま
す
。

Ｑ
３　

 

育
児
休
業
中
で
も

入
所
で
き
ま
す
か
？

育
児
休
業
中
は
『
保
育
に
欠
け
る
』
状
態
と
は
言
え
ま
せ

ん
の
で
、
入
所
で
き
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
申
込
時
点
で
育

児
休
業
中
で
あ
っ
て
も
入
所
時
点（
※
１
）で
職
場
復
帰
し

て
い
る
場
合
は
入
所
申
込
み
が
可
能
で
す
。
ま
た
、
育
児

休
業
前
に
す
で
に
保
育
所
に
入
所
し
て
い
た
児
童
に
つ
い

て
は
、
一
定
の
事
由
に
該
当
す
る
場
合
は
引
き
続
き
入
所

を
認
め
ま
す
。

（
※
１
） 

原
則
と
し
て
、
４
月
１
日
入
所
の
時
点
で
職
場
復
帰
し
て
い
る
こ
と
が

必
要
で
す
が
、
特
例
と
し
て
４
月
中
に
職
場
復
帰
す
る
方
も
入
所
申
込

が
可
能
で
す

Ｑ
４　

 

入
所
に
必
要
な
就
労
時
間
は
、

ど
の
程
度
で
す
か
？

お
お
む
ね
１
日
４
時
間
、
週
４
日
の
労
働
を
も
っ
て
『
保

育
に
欠
け
る
』
状
態
だ
と
認
定
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
５　

 

同
居
の
祖
父
母
が
い
る
場
合
、

申
込
書
添
付
書
類
は
何
が
必
要
で
す
か
？

同
居
し
て
い
る
方
の
年
齢
が
65
歳
以
上
の
場
合
、
添
付
書

類
は
不
要
で
す
。
64
歳
以
下
の
方
が
い
る
場
合
は
、『
保

育
に
欠
け
る
』
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
︵
就
労
証
明
書
な

ど
︶
お
よ
び
家
庭
調
査
票
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

Ｑ
６　

 

そ
も
そ
も
『
保
育
に
欠
け
る
』
と
は

ど
う
い
う
意
味
で
す
か
？

『
保
育
に
欠
け
る
』
と
は
、
保
護
者
が
就
労
な
ど
の
理
由

で
児
童
を
保
育
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
同
居
の
親
族
も
保

育
で
き
な
い
状
態
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。

▼▼▼▼▼▼
よ く あ る
質問と回答
▲▲▲▲▲▲



8広報おおやまざき広報おおやまざき9

□
　
消
防
ひ
ろ
ば

□
　
図
書
室
だ
よ
り
　R

elax

□
　S

m
ile

□
　
ま
ち
の
話
題
　Tow

n  Topics
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Fire Department
消防ひろば　☎956-0119　 957-0999

平
成
23
年 

年
末
防
火
運
動

12
月
20
日
火
〜
31
日
土

　
慌
た
だ
し
い
年
末
に
は
、
火
の
元
の
管

理
が
お
ろ
そ
か
に
な
り
が
ち
で
す
。
皆
さ

ん
一
人
ひ
と
り
の
防
火
意
識
を
よ
り
一
層

高
め
、
家
庭
や
職
場
か
ら
火
災
を
な
く
し

ま
し
ょ
う
。

消
防
団
年
末
特
別
警
戒

を
実
施

　
大
山
崎
町
消
防
団
は
、
12
月
25
日
㊐
～

31
日
圡
は
、
年
末
特
別
警
戒
体
制
に
な
り

ま
す
。
消
防
団
員
が
各
分
団
詰
所
に
待
機

し
、
災
害
警
戒
に
あ
た
り
ま
す
。

　
期
間
中
は
、
町
内
の
警
戒
パ
ト
ロ
ー
ル

や
巡
回
広
報
な
ど
を
行
い
、
火
災
予
防
の

啓
発
に
努
め
ま
す
。

放
火
対
策

〜
放
火
さ
れ
な
い
街
づ
く
り
〜

　
年
末
は
、
放
火
に
よ
る
火
災
が
多
く
発

生
す
る
時
期
で
す
。﹁
放
火
さ
れ
な
い
、

さ
せ
な
い
﹂
環
境
づ
く
り
と
﹁
放
火
さ
れ

て
も
被
害
を
大
き
く
さ
せ
な
い
﹂
対
策
を

取
り
、
地
域
住
民
み
ん
な
で
放
火
を
防
ぎ

ま
し
ょ
う
。

○
放
火
の
実
態

全
国
の
火
災
原
因
の
ト
ッ
プ
は
﹁
放

火
﹂。
時
間
帯
別
で
み
る
と
、
夜
間
、

人
が
寝
静
ま
っ
た
と
き
に
多
く
発
生
し

て
い
ま
す
。

放
火
犯
は
人
通
り
が
少
な
く
、
人
目
に

つ
き
に
く
い
時
間
帯
を
狙
っ
て
い
ま
す
。

○
狙
わ
れ
や
す
い
の
は
…

▼ 

暗
い
と
こ
ろ
や
立
て
看
板
な
ど
、
と

っ
さ
に
身
を
隠
す
も
の
が
あ
る
と
こ

ろ
▼ 

路
地
の
入
り
口
付
近
、
商
店
街
の
裏

通
り

▼ 

民
家
の
軒
下
、
離
れ
や
倉
庫
の
裏
付

近
▼
物
置
、
空
き
家
な
ど

▼ 

ア
パ
ー
ト
、
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
の
階

段
付
近

▼
駐
車
場
、
車
庫

▼
ゴ
ミ
捨
て
場

▼ 

郵
便
ポ
ス
ト
や
公
衆
電
話
ボ
ッ
ク

ス
、
自
動
販
売
機
な
ど

○
放
火
さ
れ
な
い
た
め
に

▼
門
灯
や
街
灯
を
つ
け
て
明
る
く
す
る

▼ 

空
き
家
や
物
置
な
ど
に
は
鍵
を
か

け
、
壊
れ
て
い
る
と
こ
ろ
を
修
理
す

る

▼ 
外
出
す
る
と
き
や
寝
る
と
き
は
戸
締

ま
り
を
確
認
す
る

▼ 
車
、
バ
イ
ク
な
ど
の
シ
ー
ト
カ
バ
ー

は
、
燃
え
に
く
い
も
の
を
使
い
、
荷

物
を
置
い
た
ま
ま
に
し
な
い

▼ 

燃
え
る
ゴ
ミ
は
、
収
集
日
の
朝
に
出

す
▼
隣
近
所
の
協
力
体
制
を
万
全
に
す
る

　
火
災
に
よ
る
犠
牲
者
を
減
ら
す
た
め
、

家
庭
に
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
、

安
心
し
て
新
年
を
迎
え
ら
れ
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

　冬場は暖房器具を使用する機会が増え、ス
トーブによる火災が起きやすい時期でもあり
ます。今回は、ストーブが原因で起きる火災
を防止するためのポイントを紹介します。

ストーブ火災を防止するために
○使用前には必ず掃除、点検整備
　 石油ファンヒーターの底板にホコリが溜ま
ると、不完全燃焼を起こし「吹き返し現象」
で、火災になることがあります。
○燃えやすいものの近くで使用しない
　 カーテン、ふすまなどの近くでは使用しな
い。
○ストーブの近くで洗濯物を乾かさない
　 洗濯物がストーブに落下し、火災になるこ
とがあります。
○寝るときや外出するときは、必ず火を消す
○必ず消火してから給油する
　 必ず消火を確認してから給油し、燃料タン
クのキャップは確実に締めてください。キ
ャップから燃料が漏れてストーブに引火
し、火災になることがあります。
○ガソリンと灯油を間違わない
　 ポリタンクには内容物を表記し、ガソリン
は専用の容器に保管してください。
○あふれた油は、きちんと拭く
　 給油中に灯油がこぼれたり、あふれたとき
は、こぼれた油をよく拭きとってから使用
してください。
○ ストーブの近くで引火性の高いものを使用
しない
　 ストーブの近くでヘアスプレー、シンナー
など引火性の高いものを使用したり、置い
たりしないでください。スプレー缶はスト
ーブの熱に暖められると、ガスが膨張し爆
発することがあります。

―平成23年も残すところ１カ月
　師走の慌ただしさから注意力がつい、散漫
になりがちな時期ですが、この冬も安全で快
適に暖房器具を使い、よいお年を迎えてくだ
さい。

暖房器具は正しく使って安全に！

シリーズ
災害現場からの
アドバイス

大山崎町エゴマ油復活プロジェクト

師走のお楽しみ会

間
違
え
な
い
よ
う
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

年
末
年
始
の
燃
え
る
ゴ
ミ
収
集
日
程

木
工
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　
天
王
山
の
間
伐
材
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
も
の
を
利
用
し
て
お
箸
や
ス
プ

ー
ン
な
ど
の
小
物
を
作
り
、
仕
上
げ

に
エ
ゴ
マ
油
を
塗
り
ま
す
。
手
作
り

し
た
作
品
は
お
持
ち
帰
り
で
き
ま

す
。
お
ま
け
も
あ
る
か
も
！

と
き
＝
12
月
10
日
圡
午
後
１
時
～
２

時
30
分
︵
当
日
受
付
︶

参
加
費
＝
２
０
０
円
︵
傷
害
保
険
な

ど
は
各
自
加
入
︶

持
物
＝
▼
エ
プ
ロ
ン
▼
軍
手
▼
タ
オ

ル
▼
ウ
エ
ス
︵
エ
ゴ
マ
油
を
塗
る
綿

布
︶

定
員
＝
20
人
︵
先
着
順
︶

も
ち
つ
き
大
会

　
木
臼
で
つ
い
た
あ
っ
た
か
い
お
餅

と
エ
ゴ
マ
料
理
。
餅
つ
き
体
験
が
で

き
ま
す
。

と
き
＝
12
月
10
日
圡
午
前
11
時
～
午

後
12
時
30
分

参
加
費
＝
２
０
０
円
︵
▼
お
餅
▼
エ

ゴ
マ
茶
▼
エ
ゴ
マ
料
理
︶

︵
ど
ち
ら
も
︶

と
こ
ろ
＝
離
宮
八
幡
宮

主
催
＝
大
山
崎
町
エ
ゴ
マ
油
復
活
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト

問
＝
生
涯
学
習
課
﹁
エ
ゴ
マ
油
復
活

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
﹂
担
当
　
☎
９
５
６

－

２
１
０
１
︵
内
２
２
５
︶

毎
年
、
間
違
っ
て
出
さ
れ
る
ゴ
ミ
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

間
違
え
な
い
よ
う
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

年
末
年
始
の
燃
え
る
ゴ
ミ
収
集
日
程

収
集
日
程

収
集
内
容

年　末

12
月
27
日
火
ま
で

平
常
ど
お
り

12
月
29
日
木

燃
え
る
ゴ
ミ
の
み
特
別
収
集
（
月
木
収
集
地
域
）

12
月
30
日
金

燃
え
る
ゴ
ミ
の
み
特
別
収
集
（
火
金
収
集
地
域
）

年　始

１
月
１
日
日
〜
４
日
水

収
集
は
あ
り
ま
せ
ん

１
月
５
日
木
か
ら

平
常
ど
お
り

 

問
＝
経
済
環
境
課 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

☎
９
５
６

－

２
１
０
１
︵
内
２
４
４
・
２
４
５
︶

▲
餅
つ
き
の
よ
う
す

◀
昨
年
の
木
工
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
作
品


